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In recent years , as the progress of motorization or large shopping malls in the suburbs，the life of the 
Commercial Streets has declined . The Study choose two areas in Setagaya in order to grasp the current situation 
of the allocation of road space for pedestrians by field investigation, and quantitatively analyzed the effect on 
the life of Commercial Streets. As a result, we found the factors affecting the development of commercial Streets, 
and put forward the suggestion for it. 














































































し，一廻り 30 分程度×2 セット＋休憩 1 回の調査スケジ
ュールを設定した．その後，対象エリアを二つに分け，図
3・4による調査ルートで歩行者の分布状況を記録した．観
測日時は 2017 年 11 月 22 日～2018 年 17 日，平日・休日




図 3 成城エリア 調査ルート 
 
 




























成城(水） 1427 606 26 397 2456 
成城(日） 695 63 27 215 1000 
等々力(水） 778 146 42 176 1142 
等々力(日） 1016 53 44 265 1378 
図 5 成城地域歩行者密度 
図 6 等々力地域歩行者分布密度 
 





































図 8 成城地域階数別店舗 
 図 9 成城地域店舗密度 
 





















線モデルの解析範囲において成城地域の Axial Line の総
数は 1016本になり，等々力の方は 922本になった． 





る）なのかを示す指標である．まずは Axial Line を抽出，
地図上に生じる歩行空間を Axial Line によって構成され
た Axial Mapに転換する．次に，線形化された空間の関係
性を数値化していく．Axial Map の中で，任意の Axial 
Line から他の Axial Line まで到達するのに必要な最小
折れ曲がり回数(Step）を深さ(Depth)という指標で表され，
その他すべての Axial Line に対する深さの集計値(Total 
Depth :TD)から平均深さ(Mean Depth :MD)を以下の式によ
って算出できる． 
 





        (3) 
 
𝑘 = 𝑇𝑜𝑡𝑎𝑙 𝑜𝑓 𝐴𝑥𝑖𝑎𝑙𝐿𝑖𝑛𝑒𝑠 (4) 
 
MD の値から，以下に定義される式によって Relative 






















3 ) − 1 + 1)
(𝑘 − 1)(𝑘 − 2)
   (7) 
 
RAA をより感覚的に理解しやすいようにするためにそ
の逆数をとったものを Integration Value(以下 Int.V)と
呼ぶ．これは，幾何的な近接性を指標化するもので Int.V 










































図 12 成城地域 Int.V10段階評価 
 
図 13 等々力地域 Int.V10段階評価 
 
図 15 成城地域 Choice 値 10段階評価 
 
 
図 14 デプス値  
 図 16 等々力地域 Choice 値段階評価 
 




















































図 18 各指標の分布図 









Int.V 値 0.15786 0.31697 
Choice 値 0.05615 0.30113 
道路幅員 0.38641 0.11416 
駐車場密度 0.08953 0.06712 
店舗密度 0.57828 0.64037 






















図 20 各指標の分布図例 
 
図 21 各指標の分布図例 
 













対象とし、2017 年 11 月 22 日～2018 年 17 日におい
て，平日・休日のそれぞれ 12 時半～13 時・15 時～
15 時半に歩行者分布を、細街路も含めた全歩道の歩
行者量分布をビデオ自転車調査で把握した.その結
果、成城の平日では 2,456 人、日曜では 1,000 人、
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